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特別活動 

１．「望ましい人間関係」ということ 

改訂学習指導要領では、特別活動全体の目標に「人間関係を築く」が、「ホームルーム活動」「生徒会

活動」「学校行事」の目標に「望ましい人間関係を形成し」が加えられています。このことについて「解

説」は、「特別活動が、より良い生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる教育活

動であることを一層明確にするため、目標に『人間関係』を加えた」としています。これは、子どもた

ちの現状を「自分に自信を持てず、人間関係に不安を感じていたり、好ましい人間関係を築けずに社会

性の育成が不十分であったりする状況が見られたりする」と捉えていることを踏まえています。 
 ではなぜ、子どもたちは望ましい人間関係を築けないのでしょうか。「解説」はその理由を次のよう

に説明しています。 
「近年、都市化、少子高齢化、地域社会における人間関係の希薄化が進む中で、家庭や地域社会におい

て社会性を身に付ける場が減少している。また、情報化の進展により、間接体験や疑似体験が膨らむ一

方、望ましい人間関係を築く力などの社会性が身に付けにくくなっている」 
望ましい人間関係を築く上での困難は、都市化や少子高齢化、地域社会における人間関係の希薄化、

情報化などといった社会の変化にともなって必然的に起きたのであるというのが改訂学習指導要領の

論理です。そして、なぜこのように社会が変化したのか、その解決に向けて社会的にどのようなとりく

みが必要なのかを問うことなく、一方的に子どもたちに「望ましい人間関係」を築く自主的、実践的な

努力を促しています。 
この論理に従えば、望ましい人間関係を築けないのは、子どもたちの努力が不足していて、子どもた

ちが社会の変化に適応できないからであることになります。それは、子どもたちが、人間関係がうまく

築けない自分を「自己責任論」によって責めることにもつながっていきます。 

２．特別活動と道徳教育 

このように、自分たちが直面する困難についての社会的背景から目を逸らさせ、問題を個々の努力と

心がまえに矮小化する心理主義的な傾向は、改訂学習指導要領の全体を貫くものです。この傾向は、改

訂学習指導要領の強調する「道徳教育」に端的にあらわれています。 
特別活動にも「道徳教育」が入り込んでいます。例えば、「学校行事」の目標には、改悪教育基本法

第二条にある教育の目標（徳目）である「公共の精神」が書き加えられています。また、現行学習指導

要領と同様、「内容〔学校行事〕」では「集団生活の在り方や公衆道徳などにいての望ましい体験を積む」

などが示され、「解説」では「段階に応じて道徳性を養い、人間としての成長をはかる教育の充実を進

める」「各内容における人間としての在り方生き方に関する指導を通じてその充実が図られる」ものと

されています。 
高校では、「道徳教育」は教科としては設定されていませんので、特別活動の時間に「道徳教育」が

割り振られる可能性が高いのですが、その際、心理主義、「自己責任論」に陥ることのないよう、道徳

教育はどうあるべきかについての丁寧な議論と十分な配慮が必要です。 

３．民主主義を学ぶ場としての特別活動という原点にかえって 

 本来特別活動では、ホームルーム活動や生徒会活動等の自発的な活動を通じて、生徒自らが民主主義

を体験的に学びとっていくことが期待されていました。その後、学習指導要領の改訂のたびに特別活動

から民主主義を体験的に学ぶ場としての役割が薄められ、道徳教育の役割が濃くなってきました。今回

の改訂でこの傾向は一段と強化されています。 
 特別活動は、学校においては教科教育と並んで重要な教育活動と位置づけることができます。また、
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特別活動においてこそ、生徒の多面的な成長が実感されるともいえます。特別活動を、心理主義的な「道

徳教育」の場とすることなく、生徒が他者とのかかわりを実践的に学び、民主主義社会を担う主権者に

なっていく場として捉え、教職員の適切な指導の下、豊かに展開したいものです。 
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